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東京農工大字 高木隆司 RyUJl Takaki

流体力学におけるトポロノーの問題という表題ては、すてに昨年に研究集会を

行い、その成果は講究録として公表した。[1]今回の研究集会は、それに続く第

2回目にあたる。前回は、電磁流体、電気流体 (液晶)、通常流体の測地線、乱

流、渦運動を取り上げ、それらの動力字か場のトポロソ N,・・・…的性質ととのように関

係しているかを議論した。

今回も、昨年に続いて、種々の流体系におけるトホロノ N・pt・の重要性を追求した。

昨年と同様に、乱流や渦糸の運動というテーマの他に、昨年取り上げなかっ:た太

陽フラスマ、地球流体、ブラウン運動、準結晶、量子流体 (超流動)、フラクタ

ル、非線形安定理論、等も取り入れた。

2年間の研究集会を通して、流体力学:におけるトホロソーの役割が明らかにな

つ:たと思う。その下味て、この 2回分の講究録は貴重てある。これか、将来さら

に発展するのに貢献することがてきれは、研究集会を企画した者にとって非常な

喜びてある。

なお、今年の研究集会においても、次の方々に世話人として相談に乗って頂い

:た。この機会に感謝の年を表しておきたい。

桑原真二氏 (名大工)、等等伊平氏 (名大核融合研)、石橋 氏 (名大工)

神部 勉氏 (東大理)、木田重夫氏 (京大数理研)
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